
小川自治会自主防災隊    せんげん支隊便り    第４１号 

非常用備蓄品の点検をしましょう                           ２０１７年５月１４日 

水・非常用トイレは大丈夫ですか                       せんげん支隊 情報・広報班 

１．２０１７年度の支隊の組織 

  今年度のせんげん支隊の支隊長さんと班長さんを紹介します。（敬称略） 

防災活動、訓練に皆様のご支援・ご協力をお願いいたします。 

班 情報・広報 避難・誘導 防火・消火 救出・救護 生活支援 

支隊長 石崎英則 2-9 佐藤 勇 2-4 清水健史 2-6 福井克久 2-5 田代佐貴 2-2 

班長 福井英雄 2-2 

勝野 章 2-6 

天野雄策 1-5 宮森道仁 2-3 新井行夫 2-1 

小西伸義 8-4 

平野 亨 1-5 

   

２．非常用備蓄品の点検をしましょう 

        体験談 東日本大震災被災者に聞いた辛かったこと、大変だったこと 

【水】水は本当に貴重です 

●ご近所の方に「近くの集会所は水が出るらしい」との噂を聞き、汲みに行ったが、初日１時間、 

 2日目 3時間待ちで、寒さで死にそうだった。そんなに待ってもポリタンクを持っていなかったので 

 ペットボトル 2～３本分しか確保できなかった。水は本当に貴重だと感じた。 

●水が貴重なため、トイレに行くのを結構我慢した。また、歯も歯磨き粉を使わず磨いた。 

●予備の水を買っていなかったし、お風呂に残り湯もなく…水を確保するため、5時間も並ぶが   

 ポリタンク 1つ分も貰えず大変でした。 

首都直下地震が起きた場合、ライフライン（電気・ガス・水道・電話）の復旧まで最低一週間はかかる 

 と想定されます。 

＊水は 1日にどれだけ必要？ 

1日に 1人あたり飲料水として最低限必要な量は、１リットル程度です。 

ただし、調理に使用する水等の飲む以外の水も含めると 1日３リットルあれば安心です。 

２人世帯の場合  1日３Ｌ×２人×７日間＝４２Ｌ（２Ｌボトル ２１本）となります。 

＊非常用トイレを準備しましょう 

昨年の防災訓練で実演説明した凝固剤タイプの非常用トイレの場合 

2人世帯の場合 １人１日５回使用×２人×７日＝７０回 （１袋 10回分なので 7袋） 

＊カセットコンロとボンベ 

熱源は、食品を温めたり、簡単な調理に必要です。 

カセットボンベは１本で約 65分使用できます。１日１本で一週間分 7本を用意しましょう。 

  スタンドパイプ放水訓練のお知らせです 

日時 5月 28日（日） 集合午前 9 時 40分 訓練 10時～12時 

場所 せんげん公園   

訓練参加の方は動きやすい服装、手袋持参でお願いします。 

見学の方も歓迎します。ご近所の方とご一緒にお集まりください。 

 

スタンドパイプ訓練も 4年目となります。多くの方に参加いただき非常時に迅速な消火活動が 

   できるよう本年も訓練に取り組んでまいります。 


